
人と環境・動物問題の連携の在り方
～ガイドラインを活かして～

高齢者のペット飼育に関する調査結果から見えた現状と課題

令和6年2月17日 第2回ワンウェルフェア大会・学会

東京農工大学 フロンティア研究環「伴侶動物臨床拠点」
産学官研究員 三好康子



今回使用する調査報告書は2020～2022年度

に実施した東京都の大学研究者による事業

提案制度採択事業「大学と自治体、企業、

NPO の協働による高齢者の福祉向上を目指

した動物との共生社会の実現と拠点形成」

により東京農工大学が行いました。



動物病院でのアンケート調査

 犬の飼育者に対する犬の問題行動に関する意識調査

回答者数:９１７名(うち、男性１５３名、女性７５７名、回答なし７名)

 猫の飼育者に対する猫の問題行動に関する意識調査

回答者数: ６４３名(うち、男性８７名、女性５４７名、回答なし７名)

 犬猫を飼育している高齢者に対する動物飼育に関する意識調査

回答者数:４８５名(うち、男性１３５名、女性３４９名、回答なし１名)

調査期間:2020年10月末から2021年7月末まで

調査方法:東京都獣医師会に所属するA会員病院636件に対してアンケートのポス
ター提示を依頼、来院者がQRコードを読み取ることによりWeb上から回答



犬

何頭犬を飼っていますか？
犬の大きさはどのくらいですか？あてはまるものすべてを選んでください

917名の回答者のうち全体の3/4の方は1頭しか飼育しておらず、飼育されている
犬の全体の67%が小型犬であった。



犬

避妊手術または去勢手術はしてありますか？

全体の8割近くが不妊手術をしてい
る。不妊手術を全頭していない場合、
どのような状況かを見ると多頭飼育
者の中には全頭不妊していない家庭
もある事がわかる。
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犬

犬の行動に関して困っていることはありますか？（複数回答可）
困った行動を治したいと思ったことはありますか？

犬の困っている行動に関しての質問に対しての結果は上図のとおりである。全体の
3割が「吠える」を問題行動として認識している。犬の問題となる行動に対し、治
したいと思っている人は74%であった。



犬

咬みついて困ることはありますか？（複数回答可）

咬みついて困ることに関して聞いたところ、76%が「ない」と回答している。しかし、
病院を受診するほど飼い犬にかまれたことはあるかの問いに対し、909名の回答者のう
ち7%の61名がはい、と回答しており、しつけに関して知りたいことの問いに対して回
答者917名中109名は「咬みつくことをやめさせたい」とで回答している。



猫

何頭猫を飼っていますか？

各家庭での飼育頭数は1頭を飼育している回答者が最も多く284名であった。2頭飼
育者は209名で、3頭以上飼育している方も150名と多く、11頭から15頭飼育して
いる人３名、16頭以上の人も5名いた。



猫

猫をどこで飼っていますか？

猫の飼育場所は93%が完全室内飼育をさせていた。昔のように外にも自由に出すス
タイルは11名しかおらず、猫の室内飼育に対する意識の変化はみられるが、本アン
ケートは動物病院に来る人に対してであるため意識の高い人が多いと考える。

猫をどこで飼育しているか？ 回答数 割合

完全屋内で自由にさせている 600 93.3%

屋内のケージの中だけ 3 0.5%

主に屋内だが外にも出す 11 1.7%

主に外だが屋内にも入れる 1 0.2%

完全に外 0 0.0%

室内飼いの猫と外飼いの猫の両方がいる 7 1.1%

その他 21 3.3%



猫

避妊手術または去勢手術はしてありますか？

93%の回答者がすべての飼育猫の不妊手術をしているが、16頭以上飼育している
方でオスのみ、一部のみ、と回答した数が2あり、動物病院に通っている意識の高
い飼い主でも本結果があるのであれば、不妊手術をしないで猫を飼育している人は
もっと多く、我々はもっと猫の多頭飼育者への不妊手術の徹底を促さないといけな
いのかもしれない。



猫

猫の行動のことで困っていることはありますか？（複数回答可）

困った行動を治したいと思ったことはありますか？

猫の行動のことで困っていることで多かったのは、嘔吐すること(15%)、次いで
トイレの問題（9.3%）、ほかに爪とぎと猫同士の喧嘩が約8%ずつあった。その
他の行動としては、PCの上に乗る、机に乗る、夜中に走り回るなどが挙げられた。
困った行動があると考える人の中で308/643人がそれを治したいと回答している。



猫

トイレ以外の場所で排泄することがありますか？
トイレ以外での排泄がある猫に関してうかがいます。トイレ以外の場所
での排泄はどのくらいの頻度ですか？

トイレ以外の場所で排せつする行動は、643名の回答者数のうち、214名(32%)が
「ある」と回答しており、214名の中で39名（18%）が毎日トイレの外で排せつし
ている行動があると回答した。



猫

咬みついて困ることはありますか？（複数回答可）
猫に咬まれたり引っかかれて傷が腫れたことがありますか?

猫の困った行動が原因で猫を手放したいと思ったことはありますか？

咬みつく行動に関しては、ほとんどの回答者がないと答えたが、家族に対する攻撃性も少なく
ない。猫にかまれたり、引っかかれたりして傷が腫れたことのある人は回答者数の半分を超え、
51%(328名)であった。問題行動が理由で猫を手放したいと考えたことのある人は、17名(3%)
で、猫の行動のせいで手放したいとまで考えざるを得ない人が3%なので、比較的多くいること
が分かった。



高齢者

どんなペットを飼っていますか? あてはまるものを全て選んでください。

485名中285名は犬か猫を1頭しか飼育していないが、200名は複数頭飼育している。
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高齢者

ペットの避妊・去勢はしていますか?

飼育動物の不妊手術に関して78%（379名）は全頭手術をしていると回答しているが、
不妊手術を全頭にさせていない59名のうち、動物を複数頭飼育していて、全頭手術
をしていない家庭は10件であった。
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高齢者

犬と猫の避妊去勢手術についてどう思いますか? 一番あてはまるものを一つ
選んでください。

犬猫の避妊手術、去勢手術について問いでは、485名中212名(44%)は必要、177名
(37%)はかわいそうだが必要、不自然だが必要が80名(16%)と答えている。それに
対し、かわいそうだからやってはいけないが1名(0.3%)、不自然だからやってはいけ
ないが9名(2%)、やる必要はないが6名(1%)と少数派だった。
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高齢者

ペットを飼っていて困っていることはありますか?
困っていることのある方にうかがいます。どんなことに困っていますか? 
あてはまるものを全て選んでください。

困っていることがある281名のうち半数以上の１61名がペットの病気をあげている。そのほ
か病院へのアクセス、治療費、本人が病気になったらどうするか、が主な理由となっている。
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高齢者

ペットを飼うことについて、助けが欲しいと思ったことはありますか?
ペットを飼うことについてどんな助けがほしいですか? あてはまるものを
全て選んでください。

助けを必要としたことがあるか聞いたところ、485名中261名(54%)が「ある」と答えた。
助けを欲している261名に聞いたところ、一番多くの方が回答したのが、「ペットの一時預
かり」で86.5%を占めた（187名/216名)。具体的な意見として、信頼できるペットホテル
や一時預かりしてくれるところが必要とされており、ほかにも動物病院に通院するための交
通に関してのお困りが多く記載されていた。高齢者は急な病気や入院などでペットたちをど
うすることもできなくなる問題を抱える可能性が高いため、一時預かりや動物病院などの送
迎に関して、業界で考えていかないといけないかもしれない。

42

60

12

30

70

187

27

0 50 100 150 200

犬の散歩の代行

ペットの世話の代行

フードなどペット用品の購入の代行

経済的援助

気軽に相談できる窓口

ペットの一時預かり

その他

どんな助けが欲しいか



高齢者のペット飼育に関する調査報告書

調査の背景と目的

高齢者の動物飼養は健康寿命の延伸につながるとされる一方、体力や認知機
能の衰えによる不適正飼養や、本人の入院などによる飼育継続困難など問題
がある。

その解決には動物行政と福祉行政の連携が必要である。

今回の調査を踏まえ、動物行政と福祉行政の連携構築に

向けた方策を検討した。

＊本調査は（株）ちばぎん総合研究所に委託して行った

参考：環境省

「人、動物、地域に向き合う多頭飼育対策ガイドライン

～社会福祉と動物愛護管理の多機関連携に向けて～」





































































高齢者のペット飼育に関する課題

(1)動物飼育に関する知識の情報発信

(2)動物に関する相談先の共有

(3)自治体の部署間等の連携強化

(4)東京都動物愛護相談センターの対応力強化

(5)動物に関する法規制を踏まえた対応



高齢者のペット問題解決に向けた取組

１ 情報発信の強化

２ 庁内の部署間連携の推進

３ 予防・早期探知の基盤作り

４ 関係者の連携による介入
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